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項　　目

　雪の季節が終わり、待ちに待った春がやってきました！ 春は通勤や通学で歩行者が
多くなるほか、観光客が増える時期でもあります。また融雪出水の恐れもあります。
　事務所としてはパトロールを随時行っておりますが、パトロール車だけでは発見が
遅れる場合がありますので、道路の穴ぼこや倒木などを発見した場合は、お手数です
が宮下土木事務所（電話0241-52-2311）まで連絡をお願いいたします。
　また、パトロール車は低速走行で点検する必要があるため、通行中の皆様にご迷惑
をおかけすることがありますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

側溝の排水状況確認（土砂堆積・溢水の防止）

道路施設の損傷状況確認（舗装と防護柵等）
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福島県宮下土木事務所

護岸や砂防ダムは健全に機能しているか

河川区域内に不法占用は無いか

河川区域内で危険な行為は行われていないか

項　　目

道路斜面の点検（落石・倒木の防止）

冬季除雪に伴い破損した縁石、防護柵、側溝蓋等の確認

作 業 状 況

道 路 ・河川パ ト ロ ー ル 情 報【H31・ 】

【パトロールにより、河川護岸や水位計局舎を点検しています】

【除雪で破損したと思われる側溝蓋を交換しました】

側溝蓋の破損
（歩行者のケガにつながります）

応 急 対 応
（杭を立てて注意を促しています）

交 換 後

【パッチング工法】
会津地方の道路はひと冬越えると凍結等の影響で痛

みが激しく、穴が開きやすくなります。軽微な穴は

「常温合材」という常温で固まるアスファルトで補修

しますが、規模の大きい物は「加熱合材」という高温

(１６０℃程度)のアスファルトでパッチングします。舗装

全体を補修したいところですが、多くの費用が掛かる

ため、このパッチング
で特に痛みの激しい箇所
を部分的に補修します。

パッチングを行うと、
舗装面がつぎはぎ状に

なり、やや走行しにく
くなってしまいますが、

御理解と御協力をお願
いします。

河川パトロール状況 河川パトロール状況 河川内工事の状況確認


